
 

 

  和
歌
山
保
護
観
察
所
長 

 
 

奥
田 

幸
生 

 
 
 
 

 

和
歌
山
保
護
司
会
の
皆
様
に
は
、
平
素
か

ら
様
々
な
更
生
保
護
活
動
に
対
し
ま
し
て
、

特
段
の
ご
尽
力
を
賜
り
ま
し
て
、
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。 

 

今
春
の
人
事
異
動
に
よ
り
、
西
岡
所
長
の

後
任
と
し
て
、
中
部
地
方
更
生
保
護
委
員
会

か
ら
転
任
し
て
ま
い
り
ま
し
た
奥
田
と
申

し
ま
す
。
出
身
は
栃
木
県
で
す
。
近
畿
地
方

で
の
勤
務
は
初
め
て
で
す
が
、
初
め
て
の
土

地
な
ら
で
は
の
新
た
な
発
見
も
面
白
く
、
こ

れ
か
ら
の
和
歌
山
県
で
の
生
活
に
お
い
て
、

ど
れ
だ
け
新
た
な
こ
と
を
経
験
で
き
る
の

だ
ろ
う
と
期
待
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
て
お
り

ま
す
。 

 
 

 

さ
て
、
近
年
の
更
生
保
護
を
め
ぐ
る
様
々

な
課
題
の
う
ち
、
重
点
的
に
取
り
組
む
べ
き

課
題
の
一
つ
が
、
保
護
司
適
任
者
確
保
の
推

進
で
す
。
和
歌
山
県
の
保
護
司
充
足
率
は
全

国
平
均
に
比
し
て
高
い
水
準
を
維
持
し
て

は
い
ま
す
が
、
こ
こ
数
年
減
少
傾
向
が
続
い

て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
減
少
傾
向
が
続
け
ば

事
件
担
当
や
組
織
活
動
に
も
支
障
が
生
じ

る
こ
と
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。
和
歌
山
保
護
司

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、「
保
護
司
充
足

率
１
０
０
％
を
目
指
せ
！
」
と
い
う
目
標
が

明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
和
歌
山
保
護
司
会
の

よ
う
な
大
規
模
保
護
司
会
で
充
足
率
１
０

０
％
の
達
成
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

こ
の
目
標
を
と
て
も
心
強
く
感
じ
ま
し
た
。

保
護
司
の
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
べ
く
、

引
き
続
き
皆
様
の
御
支
援
・
御
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。 

 

コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
困
難
な
状
況
の
な
か
、

更
生
保
護
活
動
を
継
続
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
対
し
ま
し
て
、
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。 

 

『
出
来
る
こ
と
出
来
な
い
こ
と
の 

見
極
め
を
』 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

現
在
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
症
拡
大
の
第

４
波
の
真
っ
た
だ
中
、
昨
年
４
月
の
頃
と
状
況
は

さ
し
て
変
わ
り
な
く
、
２
年
連
続
の
総
会
が
書
面

表
決
と
い
う
日
常
で
は
な
い
非
日
常
の
な
か
で
不

本
意
な
形
で
物
事
が
推
移
し
て
い
ま
す
。
和
歌
山

保
護
司
会
会
員
の
皆
様
に
は
保
護
司
活
動
中
、
大

変
ご
苦
労
を
お
か
け
し
ま
し
た
こ
と
、
ま
た
、
さ

ま
ざ
ま
な
行
事
に
お
き
ま
し
て
も
比
較
的
に
ス
ム

ー
ズ
に
推
移
し
て
い
ま
す
こ
と
皆
様
の
ご
協
力
と

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

会
長
あ
い
さ
つ 

 

和
歌
山
保
護
司
会
会
長 

 
 

小
西 

健
之 

さ
て
今
年
度
に
入
り
ま
し
て
か
ら
５
月
に
は 

和
歌
山
県
に
お
き
ま
し
て
も
「
和
歌
山
県
再
犯

防
止
推
進
計
画
」
（
社
会
復
帰
と
つ
な
ぐ
た
め

に
）
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
実
に
４９
頁
に
及
ぶ

き
め
細
か
い
再
犯
防
止
計
画
で
す
。
詳
し
く
は

和
歌
山
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(https://www/pre

f.wakayama.ig.jp/prefg/031300/d00206

848.html)

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
平
成
２８
年
に
施

行
さ
れ
た
「
再
犯
の
防
止
等
の
推
進
に
関
す
る

法
律
」
に
基
づ
き
、
犯
罪
を
し
た
者
が
再
び
罪
を

犯
す
こ
と
の
な
い
よ
う
、
社
会
復
帰
に
繋
げ
る

め
の
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る

よ
う
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
更
生
保
護
に

関
わ
る
者
に
と
っ
て
は
、
後
ろ
盾
を
し
て
く
れ

る
計
画
で
す
。
こ
れ
を
ふ
ま
え
て
活
動
い
た
し

た
く
思
い
ま
す
。 

話
は
突
然
現
実
に
戻
り
ま
す
が
、
こ
の
「
コ
ロ

ナ
禍
」
の
こ
の
不
便
さ
を
日
常
と
し
、
保
護
司
の

任
務
の
二
本
柱
「
対
象
者
の
立
ち
直
り
に
向
け

た
直
接
的
な
活
動
」
年
間
を
通
じ
て
実
施
し
て

い
る
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
等
の
啓
発

(

犯
罪
予
防
活
動)

が 

無
理
の
な
い
よ
う
に
で
き 

得
る
状
況
を
見
極
め
な
が 

ら
実
施
し
て
い
き
た
い
と 

思
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
協 

力
と
ご
支
援
を
お
願
い
い 

た
し
ま
す
。 

所
長
着
任
ご
あ
い
さ
つ 

 令
和
３
年
６
月

日
発
行 

更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
和
歌
山 

〒
-

和
歌
山
市
八
番
丁
４ 

八
番
丁
館
３
階 
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  令和３年度和歌山保護司会総会中止 

令和 3 年度・令和４年度和歌山保護司会新役員紹介 

 例年５月に開催されている和歌山保護司会総会はコロナ感染症拡大防止の為、昨年に引き続き中止

になりました。その為、議案については総会資料を郵送し、議案の回答を皆様から返送して頂き、書

面表決となりました。その結果は下記の通りです。 

令和３年度和歌山保護司会総会議決結果（書面表決） 

会員数   194人 

賛成数   176人 

未回答       18人 

以上、全ての支部におきましても、過半数賛成により、全ての議案が

了承されました。お忙しい中ご回答いただきありがとうございました。 

会 長 小西 健之  （統括） 理  事 山下 耕司 （協力組織部会担当） 

副 会 長 得津 壽美代  （犯罪予防部会担当） 理  事 堂 坂  清 （総務部会長） 

副 会 長 畑口 道夫  （協力組織部会担当） 理  事 江川 友章 （研修部会長） 

副 会 長 小川 史乘  （研修部会担当） 理  事 海野 佳広  （犯罪予防活動部会長） 

事務局長 角田 秀樹  （総務部会担当）   理  事 松本 貞夫 （協力組織部会長） 

理  事 中村 四郎  （研修部会担当） 監  事 乾  吉晴 （東支部） 

理  事 中村 咲子  （犯罪予防活動部会担当） 監  事 野嶋 廣子 （北支部） 

 



 

 

  

支 部 氏  名 

東支部 岩 坪 華容子 （いわつぼ かよこ） 

沼 井 健 次 （ぬまい けんじ） 

山 﨑 秀 樹 （やまざき ひでき） 

西支部 河 野   了 （こうの さとる） 

南 出 博 之 （みなみで ひろゆき） 

南支部 尾 崎 方 哉 （おざき まさや） 

川 端 久 晴 （かわばた ひさはる） 

渋 谷 静 加 （しぶや しずか） 

集 田 眞 樹 （しゅうた まさき） 

辻 本 朝 治 （つじもと ともはる） 

福 嶋 友美子 （ふくしま ゆみこ） 

宮 本 庄 悟 （みやもと しょうご） 

北支部 堂 坂   清 （どうさか きよし） 

 

 
 市長感謝状受賞

者 

 

令和３年度和歌山市長感謝状 

今年は１３名の方が受賞されました。 

５月２８日、保護観察所にて市長感謝状の贈呈式が行われました。例年総会時に行われておりまし

た贈呈式ですが、総会中止となり本来なら皆様と喜びを分かち合いたかったところですが、三密を避

けての贈呈式となりました。 

保護司の辞令を受けたのがついこの間のように

思い出されますが、10年目に入りました。受け持

った対象者一人ひとりの顔や名前を思い浮かべ、

感慨深いものがあります。その間、「迷ったときは、

躊躇せず主任官、同僚や先輩に相談すればいい」

ことを身もって知りました。この受賞を機会に保

護司会の役員としての活動を含め、身を引き締め、

新たな気持ちで頑張っていきたいと思っていま

す。 

北支部  

堂坂 清 

「あっという間の九年間」 

受賞おめでとうございます！  



 

 

 

  
観察所着任あいさつ 

 

企
画
調
整
課
長 

 

道
野 

重
信 

  

保
護
観
察
官 

 
 
 

濵
井 

郁
子 

 
 

こ
の
度
の
人
事
異
動
に
よ
り
、
大
阪
保
護
観
察

所
か
ら
転
任
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
和
歌
山
県
で

の
勤
務
は
は
じ
め
て
で
す
が
、
皆
様
と
一
緒
に
仕

事
を
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
ご
縁
に
恵
ま
れ
ま
し

た
こ
と
に
感
謝
し
、
精
一
杯
が
ん
ば
り
ま
す
の
で

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
至
ら
な
い
点

も
多
い
か
と
存
じ
ま
す
が
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ

ど
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

  

保
護
観
察
官 

 
 
 

鐸
木 

敏
雄 

  
保
護
観
察
官 

 
 
 

伊
田 

和
泰 

 

 
 

社
会
復
帰
調
整
官 

 
 
 
 
 

石い
し

井い 

勇ゆ
う

気き 

 

和
歌
山
保
護
観
察
所
で
の
勤
務
は
４
年
目
と
な
り

ま
し
た
。
社
会
復
帰
調
整
官
と
し
て
、
医
療
観
察
制
度

に
携
わ
り
、
関
連
団
体
の
皆
様
と
連
携
し
な
が
ら
処

遇
を
す
す
め
て
お
り
ま
す
。
現
在
、
連
携
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
る
関
係
者
の
皆
様
に
は
益
々
の
ご
活
躍

を
期
待
し
、
今
後
、
処
遇
の
協
力
を
依
頼
さ
せ
て
い
た

だ
く
関
係
者
の
皆
様
に
は
、
円
滑
な
連
携
が
で
き
る

よ
う
に
、
当
職
と
し
て
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後

と
も
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

中
村 

藍
里 

（
法
務
事
務
官
） 

勝
田 

祐
子 

（
保
護
観
察
官
） 

川
瀬 

厚 

（
保
護
観
察
官
） 

太
田 

岳
留 

（
企
画
調
整
課
長
） 

氏
名
（
元
官
職
） 

近
畿
地
方
更
生
保
護
委
員
会 

（
法
務
事
務
官
） 

鹿
児
島
保
護
観
察
所 

（
保
護
観
察
官
） 

大
阪
保
護
観
察
所
堺
支
部 

（
統
括
保
護
観
察
官
） 

近
畿
地
方
更
生
保
護
委
員
会 

（
統
括
審
査
官
） 

転
出
先
（
新
官
職
） 

 

今
年
度
、
和
歌
山
西
支
部
を
担
当
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
鐸
木
敏
雄
と
申
し
ま
す
。
私
は
、
平
成

２４
年
に
和
歌
山
保
護
観
察
所
を
初
任
の
地
と
し

て
以
降
、
医
療
観
察
の
分
野
で
社
会
復
帰
調
整
官

と
し
て
勤
務
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
度
、
和

歌
山
保
護
司
会
の
保
護
司
の
先
生
方
と
の
御
縁
を

い
た
だ
き
、
保
護
観
察
官
１
年
生
と
し
て
一
歩
を

踏
み
出
し
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
浅
学
非
才
で
す
が
、

皆
様
と
一
緒
に
和
歌
山
市
に
お
け
る
更
生
保
護
の

お
役
に
立
て
る
よ
う
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
御
指
導
、
御
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す 

こ
の
四
月
か
ら
、
東
地
区
を
担
当
し
て
お
り

ま
す
。
地
区
担
当
は
１
年
離
れ
た
だ
け
で
す
が
、

そ
の
間
に
Ｃ
Ｆ
Ｐ
の
導
入
等
も
あ
り
、
ま
だ
ま

だ
慣
れ
ず
に
御
迷
惑
を
お
掛
け
し
て
い
ま
す
。

出
身
は
関
東
で
、
横
浜
少
年
鑑
別
所
か
ら
大
阪

刑
務
所
へ
の
異
動
で
大
阪
堺
市
住
民
に
な
り
、

心
理
鑑
別
や
調
査
よ
り
も
社
会
内
処
遇
に
関
心

が
高
ま
り
、
保
護
観
察
官
の
職
を
得
て
十
数
年

に
な
り
ま
す
。
日
々
悩
む
こ
と
ば
か
り
で
す
が
、

少
し
で
も
成
長
で
き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

和歌山保護観察所の４月の人事異動がありました。 

着任のあいさつをご紹介します。 
よろしくお願いします 

転 

出 

平
素
か
ら
更
生
保
護
行
政
に
対
し
多
大
な
る
御

理
解
と
御
支
援
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。 

 

更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
和
歌
山
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
平
成
２４
年
６
月
に
開
所
し
て
も

う
す
ぐ
９
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
と
聞
き
及

び
ま
す
。
喜
び
と
御
苦
労
が
混
在
し
た
９
年
間
だ
っ

た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
１０
年
、
２０
年
と

ま
す
ま
す
繫
栄
し
紀
ノ
国
に
お
け
る
更
生
保
護
の

中
心
と
な
る
こ
と
を
切
に
願
っ
て
止
み
ま
せ
ん
。
こ

れ
か
ら
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 



 

 

 

 

  

退任保護司 令和３年６月１２日付けでご退任となられた保護司さん 

 

氏名 地区 初年度委嘱年月日 従事年数 

栗山 和美 西支部 平成 29年 6月 13日 4年 

奥田 雅晴 南支部 昭和 62年 6月 13日 42年 

 

   

   

 

 

筧
かけい

 一郎
いちろう

 

西支部 端正会  

総務部 

 

 

 

 より安全で安心な社会実現の

ため、関係機関や地域の方々と連

携・協力しながら、活動に取り組

んでいきます。 

 

新任保護司 

令和３年３月１６日付けで５人の

保護司が委嘱されました。これによ

り和歌山保護司会の保護司数は  

名、充足率は ９６，７ %となり

ました。 

山畑
やまはた

 年
とし

広
ひろ

 

南支部 雑賀校区  

総務部 

 

    

西本
にしもと

 麻由美
ま ゆ み

 

北支部 西脇校区  

研修部 

 

 

 

 

 

支部・地区 

   部会 

栗本
くりもと

 信行
のぶゆき

 

北支部 松江校区  

犯罪予防活動部 

 

    

 和歌山で生まれ、学び、現勤務

先でお世話になってからも 23

年、育ててくれた地域社会へ恩返

しができるよう精一杯努めます。 

保護司となって身が引き締ま

る思いで、再犯を少しでも防げる

様に、お役に立てて行ければと思

います。御指導の程宜しくお願い

します。 

 不安なところもありますが、先

輩方のお力をお借りしながら、出

来る事を私らしく精一杯がんば

りたいと思います。 

自分の出来る事から取り組む。 

為せば成る為さねば成らぬ何事

も、成らぬは人の為なりけり宜し

く、お願い致します。 

本夛
ほんだ

 弘
ひろ

義
よし

 

北支部 野﨑校区  

協力組織部 

お し ら せ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
為
、 

啓
発
グ
ッ
ズ
・
ポ
ス
タ
ー
を
例
年
通
り
用
意
・
配
布 

す
る
こ
と
が
困
難
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
今
年
の
活 

動
は
大
幅
に
変
更
と
な
り
ま
す
。 

 

●

和
歌
山
駅
頭
啓
発 

 
 

例
年
７
月
１
日
に
行
っ
て
お
り
ま
す
駅
頭
啓
発
は 

中
止
で
す
が
、
各
支
部
に
よ
り
小
規
模
（
２
～
３
名
） 

で
実
施
し
ま
す
（
各
支
部
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ 

い
）。 

 

●
啓
発
グ
ッ
ズ
・
ポ
ス
タ
ー
等 

 
 

和
歌
山
保
護
司
会
か
ら
各
支
部
長
へ
左
記
の
物
を 

お
渡
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

  
 

う

ち

わ
：
例
年
通
り
の
数 

 

ポ
ス
タ
ー
：
２
種
各

枚 

  
 

ポ
ス
タ
ー
が
必
要
な
方
は
支
部
長
へ
ご
連
絡
く
だ 

さ
い
。 

 
 

な
お
、
連
絡
支
所
等
へ
は
、
和
歌
山
市
よ
り
配
布 

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
配
布
リ
ス
ト
は
各
支
部
長
に 

お
渡
し
し
て
お
り
ま
す
。 

 

●
作
文
コ
ン
テ
ス
ト 

 
 

今
年
度
よ
り
中
学
校
担
当
保
護
司
を
中
心
に
小
中 

学
校
へ
直
接
チ
ラ
シ
等
を
持
参
し
て
い
た
だ
き
、
応 

募
依
頼
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

＊
支
部
長
ま
た
は
各
支
部
担
当
部
長
へ
お
問
い
合
わ 

せ
く
だ
さ
い
。 

第

回
〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〟 



 

 

 

新
玉
葱
大
人
好
み
の
サ
ラ
ダ
か
な 

 
 
 

乾
三
千
代 

火
の
粉
舞
ふ
闇
を
蹴
散
ら
す
修
二
会
か
な 

大
竹
有
美 

春
耕
や
茶
髪
の
農
家
三
代
目 

 
 
 
 
 

乙
井
八
重
子 

お
水
取
平
安
祈
念
の
火
の
粉
舞
ふ 

 
 
 

小
西
健
之 

浅
蜊
と
り
和
歌
の
浦
辺
に
人
寄
り
来 

 
 

杉
谷
睦
夫 

毛
繕
ふ
猫
の
舌
止
め
春
の
雷 

 
 
 
 
 

得
津
壽
美
代 

花
見
か
な
夫
に
歩
巾
を
合
わ
せ
ゆ
く 

 
 

中
村
咲
子 

取
り
合
ひ
の
ふ
ら
こ
こ
女
の
子
し
た
り
顔 

森
幸
子 

 
 
 
 
 
 
 
 

選
者 

「
森
幸
子
」 

 

俳 句 教 室 作 品 

新任・OB・OG のみなさん 

参加大歓迎！！ 

日時：毎月第 3水曜日  

10時～ 
対象：更生保護関係者                  

 

《
保
護
観
察
経
過
報
告
書
に
つ
い
て
》 

「
保
護
観
察
経
過
報
告
書
」
の
書
式
が
１
月
提
出
分
よ
り
変
更
さ
れ
て
い
ま
す
（
短
期

保
護
観
察
は
従
来
通
り
）。
作
成
用
エ
ク
セ
ル
・
ワ
ー
ド
・
一
太
郎
の
CD
を
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
で
用
意
し
て
い
ま
す
。
必
要
な
方
は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。 

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー 

☎
４
６
０-

９
２
９
８ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

亜
紀
氏
を
企
画
調
整
保
護
司
補
と
し
て

採
用
し
そ
の
任
に
当
た
ら
せ
る
こ
と
と

い
た
し
ま
す
。
急
な
事
態
で
あ
り
保
護

司
と
し
て
の
採
用
に
は
至
っ
て
い
ま
せ

ん
が
、
次
期
内
申
申
告
を
も
っ
て
保
護

司
に
推
挙
い
た
し
た
く
存
じ
ま
す
。
前

任
者
同
様
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
今
後
の
両
名
の
方
の
ご

活
躍
を
ご
期
待
い
た
し
ま
す
。 

 
 

和
歌
山
保
護
司
会
会
長 

小
西
健
之 

 

 

こ
の
度
、
和
歌
山
保
護
司
会
事
務
職

書
記
で
あ
り
ま
し
た
西
川
陽
子
氏
が
４

月
30
日付

を
も
っ
て
ご
自
身
の
都
合
に

よ
り
、
企
画
調
整
保
護
司
（
特
殊
事
務
担

当
保
護
司
）
を
辞
す
る
旨
の
届
け
出
が

あ
り
ま
し
た
の
で
こ
れ
を
受
理
し
和
歌

山
保
護
司
会
規
約
第
14
条
２
に
よ
り
そ

の
職
を
解
く
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

な
お
後
任
に
つ
き
ま
し
て
、
和
歌
山

保
護
司
会
規
約
14
条２

に
よ
り
、
豊
田

従
来
、
広
報
誌
『
サ
ポ
セ
ン
和
歌
山
』
は
、 

数
名
の
広
報
部
委
員
が
中
心
と
な
り
、
他
の 

企
画
調
整
委
員
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
作
成 

刊
行
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
新
年
度
か
ら
は 

企
画
調
整
委
員
全
員
で
力
を
合
わ
せ
て
、
発 

刊
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

こ
れ
か
ら
も
読
者
で
あ
る
保
護
司
の
方
々 

の
投
稿
や
ご
意
見
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な 

が
ら
、
よ
り
皆
さ
ま
に
活
用
し
て
頂
け
る
広 

報
誌
を
目
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を 

お
願
い
致
し
ま
す
。 

犯
罪
被
害
者
担
当
保
護
司
を
募
集
し
て
い
ま
す 

 

更
生
保
護
に
お
け
る
犯
罪
被
害
者
等
の
方
々

の
た
め
の
制
度
。 

 

犯
罪
被
害
者
の
方
の
不
安
や
悩
み
事
を
お
聞

き
し
、
必
要
に
応
じ
て
関
係
制
度
の
説
明
や
関
係

機
関
の
紹
介
な
ど
を
行
い
ま
す
。 

・
勤
務
場
所 

 

和
歌
山
保
護
観
察
所 

・
勤
務
時
間 

１
０
時
～
１
６
時 
週
２
～
３
日 

・
実
費
弁
償
金 

４
千
９
百
円 

 
 

お
問
合
せ 

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー 

 
 
 
 

☎
４
６
０-

９
２
９
８ 

 

編 

集 

後 

記 

 

北
支
部 

南
支
部 

西
支
部 

東
支
部 

第
１
回
地
域
別
定
例
研
修 

令
和
３
年
６
月

日
（
月
） 

令
和
３
年
７
月

日
（
金
） 

令
和
３
年
７
月

日
（
木
） 

令
和
３
年
７
月

日
（
月
） 

 

・
詳
細
は
各
支
部
の
案
内
等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

・
所
属
支
部
の
研
修
日
に
都
合
が
つ
か
な
い
方
は 

 

事
前
に
支
部
長
に
申
し
出
て
、
他
支
部
の
地
域 

別
定
例
研
修
に
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。 


